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[運送会社の経営情報] ・・・人手不足の対応 

物流業界の人手不足は深刻な状況にあります。 

リクルートワークス研究所によると、このままの状態が続けば 2040 年には 1100 万人の労働力不

足が生じ、トラック運転者の不足率は 24.2％になると予測されています。多くの運送事業者につい

ても、労働時間の猶予期間が終了する 2024 年問題への対策は十分ではありません。 

その中で、最近注目されているのがリファラル採用制度です。 

リファラル採用とは自社の従業員による紹介を通じた採用方法のことで、元来欧米では盛んに行

われていましたが、最近は大手企業を中心に国内でも注目されつつあります。同制度のメリットと

しては次の点が挙げられます。 

リファラル採用のメリット 

    ①募集費用、転職エージェントへの手数料支払いが抑制できる 

    ②紹介者を通じ、会社が求めるスキル、経験が分かり易い 

    ③定着率が高い（離職率が低い） 

    ④評価、面接の時間が圧縮され採用プロセスが迅速化される 

首都圏で運送事業を行っている A 社は以前から人手不足の解消対策としてリファラル採用を積

極的に導入しています。同社では、採用者 1人につき、紹介者に「礼金」として 5万円を支給して

います。A 社の人事担当者によれば、募集費用や手間が少なく、履歴書や通常の面談では判断しに

くい採用者の価値観、性格、エピソード等の情報を得ることができて大変有難いとのことです。人

手不足の物流業界にとって紹介者による人材採用は有効な手法と言えます。 

ただし、注意しなければならない留意点があります。 

リファラル採用を導入している企業において、殆どの企業が紹介者に対して報酬を支払っていま

す。これが職業安定法に抵触する可能性があります。 

紹介による募集は直接募集に該当します。直接募集は、行政に対し許可を得たり届出を行ったり

する必要はありませんが、紹介者の従業員に対して「賃金、給与、その他これに準ずるものを支払

う場合を除き報酬を与えてはならない」とされています。（職安法 40 条） 

紹介手数料を賃金として支払う分には支障はありませんが、報酬として支払えば違法となります。

賃金として支払う場合は、就業規則にその旨記載することが好ましいと言えます。具体的には「従

業員は会社に対して適切な人物を紹介することによって、会社の採用活動等に協力することができ

る」といった文言が考えられます。 

また、紹介手数料を支払った場合は、その対価が報酬ではなく賃金であることを明確にする観点

から、給与明細にも明示する必要があります。 

上記に留意しながら、リファラル制度の普及、拡大を検討することも人手不足の対策として効果

的と言えます。  
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■2024年 3月 31日 働き方改革において建築、運輸、医療に対して例外的に認められていた時間

外労働上限規制の猶予期間終了。「2024年問題」

■2024年 7月 3日 日本銀行券(一万円券、五千円券、千円券)が刷新。肖像画の人物は渋沢栄一

(一万円券)、津田梅子(五千円券)、北里柴三郎(千円券)。

■2024年 7月 26日-8月 11日 フランス・パリで第 33回夏季オリンピック(パラリンピック)開

催。パリでの開催は 100年ぶり 3回目。


